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Ⅱ、検査内容の紹介

１．検体検査

血液や尿、便などを材料として行う検査です。

生化学検査では、ＡＳＴ（アスパラギン酸ア

ミノトランスフェラーゼ)、ＡＬＴ（アラニンア

ミノトランスフェラーゼ)、γＧＴＰ（γ－グル

タミルトランスペプチダーゼ)、ＬＤＨ（乳酸脱

水素酵素）などの異常値の組み合わせから、肝

当院における臨床検査技師の役割
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Ｉ．はじめに

臨床検査室とは、検査を実施し、病態の把

握や治療効果を判定するための有用なデータを

臨床側に提供する部署です。

検盗といってもいろいろなものがあります

が、当院の臨床検査技師が行っている検査内容

をご紹介したいと思います。

障害度の診断や病態を把握する肝機能検査、

BUN（尿素窒素）やCre（クレアチニン）など

の腎機能検査、血液I:|:iと尿中のAＭＹ（アミラー

ゼ）の並を測定し分析する牌機能検査、コレス

テロールやTＧ（巾性脂肪）などの錐を測定し、

商脂血症の診断に川いられる脂質検査、血糖値

やＨｂＡｌｃ（グリコヘモグロビンＡｌc）などで、

糖尿病の診断や糖コントロール状態を診る糖関

連検査などを行っています。
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免疫検査では、梅謙などの感染症やＢ型、Ｃ

型の肝炎ウイルス検査、糖尿病で重要なイン

シュリンや111状腺ホルモンなどの内分泌検査、

AFP（α－フェトプロテイン／肝)、ＣＥＡ（猫

胎児性抗原／消化管、肺など)、CAl9-9（陣な

ど)、ＰＳＡ（前立腺）などの腫傷マーカー検査、

抗てんかん薬（バルプロ酸など）や強心剤（ジ

ゴキシン）などの血中薬剤濃度検査、ダニやハ

ウスダスト､杉やヒノキなどのアレルギー検査、

大腸癌のスクリーニングになる便潜血反応など

を行っています。
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当院で行っている検査は、大きく検体検査、

病理検査、生理機能検査に分かれています。

図２：生化学検査機器



図３：免疫検査機器
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血液一般検査では、炎症などを反映する白

血球数や貧血などを反映する赤血球数、ヘモグ

ロビンなどを調べる血液検査、血液が凝間する

機能を調べる凝問検査は、肝疾患や血栓症など

の診断・治療効果の判定に有用であり、経口抗

凝固薬（ワーファリン）の服用に対しての抗凝

固治療域の把握にも用いられます。また、骨髄

の造血機能や白血病など血液疾患の原因などを

調べる骨髄検査なども行っています。
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尿一般検査では、腎・尿路系の結石、腎孟

腎炎・勝耽炎などに有用な尿定性検査・尿沈澄

などを行っています。

図５：尿検査機器

輸血関連検査では、輸血による副作用が起

こらないよう、安全に輸血をできるようにする

ための血液型検査、不規則性抗体検査、輸血交

差適合試験などを行っています。

この他、髄膜炎や脳室内の出血、〈も膜下

出血などの鑑別に有川な髄液検査や、病的にた

まった胸・腹水検査なども行っています。

２．病理検査

手術により摘出された臓器（組織）を使用

して行う検査です。

組織を用い岐終診断を行う病理組織診断や、

手術中に手術範囲を決定するための迅速病理組

織診断などを行っています。また、病気の原因

を調べたり、診断や治療効果の研究のための病

理解剖の介助も行います。

３．生理機能検査

検査機器を用い、直接患者さまに触れて臓

器の状態を調べる検査です。

心電図検査は、不整脈、心肥大、心筋梗塞、

心不全などの診断や経過・治療効果判定に有用

です。

連動負荷心髄図検盗は、連動を行い心電図

を見るものです。心臓に負荷をかけることによ

り、安静時には分からない心寵図の変化で、狭

心症の診断や不整脈の発生、またどこまで運動

できるかの予備能を知るために有用な検査で

す。この検査には、凸型階段を上り下りし、そ

の後の心電図の変化を見るマスター負荷心電図

検査、自転車のペダルをこぎながら記録するエ

ルゴメーター検査（図6)、ベルトの上を軽く走

図４：血液検査機器
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呼吸機能検査は、肺の容並や弾力性を測定

し、肺気腫、気管支瑞息、慢性気管支炎、肺線

維症などの呼吸器疾患の診断、亜症度、治療効

果、予後の判定に有用な検盗です。

血圧脈波（ＡＢＩ）検査では、上腕と足首の

血圧により、血管の弾性度、閉塞度がわかり、

閉塞性動脈硬化症などの診断に有用です。

指先容積脈波検査は、末梢動脈障害などに

有川です。

超音波検査は、画像検査のひとつで心臓の

動きや大きさ、形を見る心エコー検査や経食道

心エコー検査、肝臓、胆道、脚|服、腎臓、牌臓、

消化梢:などの形態の変化や結祁、脆傷が無いか

などを調べる腹部エコー検在（似19)、動脈硬化

や動脈の閉塞が無いかを調べる頚動脈エコーや

下肢動脈エコー、下肢静脈癖や下肢DVTの検

索に有用な下肢静脈エコーなどの血管エコー検

査、甲状腺や乳腺などの体表エコー検査を行っ

ています。

りながら記録するトレッドミル検査（図7）が

あります。
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脳波検査は、脳機能を診るもので、頭部外

傷、意識障害、てんかんの診断などに有用で

す。

筋電図検査・誘発電位検査には、何らかの

障害が考えられる筋に直接針を刺して筋肉の電

気的活動を見る針筋電図検査、末梢神経を電気

刺激で誘発して測定する末梢神経伝導速度検査

やF波の検査、患者さまに幽斐音を聞いてもら

い、その音の反応に対する脳波を記録する聴性
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図６：エルゴメーター
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図９：腹部エコー検査
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図圃：トレッドミル
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ホルダー心電図検査（図8）は、２４時間心電

図を記録し、動‘|季や胸捕の原因となる日常生活

の一過性の不整脈や虚血性疾患などを調べる検

査です。



脳幹反応（ABR）検査などを行っています。

聴力検査は、難聴やめまいの診断に用いら

れる標準純音聴力検査やティパノメトリ－検

査、補聴器を作るときに有用な語音聴力検査を

行っています。

４．採血業務

当院では外来に採血室を設け、全科の患者

さまの採血を１カ所で行っています。ここで検

査の依頼内容に合わせた容器を準備し、看護師

と技師で採血しています。

Ⅲ．図書室とのかかわり

検査室で行っている検査は多岐にわたって

いて、各検査で専門的な知識が求められます。

通常は臨床でも健診でも、一人の患者さまに対

して複数の検査が行われます。その複数の検査

結果や患者さまの症状から､医師は病気の診断、

病態の把握や治療効果の判定を行います。その

ため、より精度が高く的確な検査データを提供

する必要があります。しかし、技師が行ってい

る検査の知識だけでは足りないこともあり、い

ろいろな分野の専門書や文献などが必要となり

ます。そんな時は、図書室で情報を集めます。

また最近では、新しい検査を導入する際に、

図書室には大変お世話になりました。睡眠時無

呼吸検査や誘発計を使用したOPE室でのモニ

タリングなどでは、関連する文献や基礎的な知

識がわかる本などを幅広く調べていただきまし

た。

また、専門書を購入する際の窓口にもなっ

ていただいています。

Ⅳ．おわりに

検査データに含まれる患者さまの医療情報

は、日々幅広くなってきています。そのため、

一つの検査データを提出するだけではなく、全

体のデータから患者さまの状態を把握した上で

提出することが重要です。迅速で精密度の高い

検査データの報告や患者さま一人一人の過去や

当日のデータをすべて管理し、より質の高い医
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療情報を提供していくためにも、幅広い知識が

必要となります。新しい情報から過去の情報ま

で入手できる図書室の存在は、本当に大切だと

思います。
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